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(表紙)
建築家 藤本壮介氏講演会

芝浦工業大学第４回建築家展の目玉企画
として、建築家 藤本壮介氏と太宰府天満宮 
西高辻信宏宮司をお招きして講演会を開
催しました。500人を越える学生で豊洲キャ
ンパスの大講義室が満席になる盛会ぶり
でした。

芝浦工業大学 
第4回 建築家展
（9/26～10/26）

大阪・関西万博の会場デザインプロ
デューサーとして知られる藤本壮介氏
が設計した「太宰府天満宮仮殿」を中
心とした展覧会を開催しました。会場
では菅原道真公と本学創立者有元
史郎についての展示も行いました。

IN
D

E
X

22 SITニュース

04 ［特集1］ 

キャンパスで世界とつながる
「̶多文化共修」で加速する学内の国際交流

08 ［特集2］ 

来場者過去最多！
オープンキャンパスレポート

14 SIT Academic Column

故人を偲び、弔う行為のコンテクストを読み
デジタルメディアを活用しながら「新たな弔い方」を
デザインする
デザイン工学部／コンテクスチュアルデザイン研究室
瓜生 大輔 准教授

18 しばうら人 卒業生の「今」

幅広い学びと経験を生かして
時代の要請に応えるエンジニアに！
トヨタ自動車株式会社　津田 崚太さん
工学部機械工学科　2017年3月卒業
理工学研究科機械工学専攻　2019年3月修了

20 ACTIVE STUDENTS! 活躍する芝浦工大の学生たち
大学院理工学研究科修士課程 建築学専攻1年
末松 拓海さん
ヨット部 
工学部 機械機能工学科4年　尾茂田 昌士さん
建築学部 建築学科4年　濱口 寛太さん

広報芝浦
AUTUMN 2025.11

12

第3回 戦中・戦後の苦しい最中でも
仲間や恩師と支え合った学生生活
内田 晃一さん

創立100周年記念10回連載
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キ
ャ
ン
パ
ス
で
世
界
と
つ
な
が
る

―「
多
文
化
共
修
」で
加
速
す
る
学
内
の
国
際
交
流

10年間にわたるスーパーグローバル大学創成支援事業（SGU 事業）を経て、本学のグ
ローバル教育は “ 海外へ留学する” にとどまらず、“ 大学にいながら世界とつながる”と
いう新たなステージへと進化しています。その鍵となるのが「多文化共修」。多様な文化
が共存するキャンパスで展開される新たな国際交流の取り組みについてご紹介します。

世
界
か
ら
集
う
留
学
生　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
今
日
に
お
い

て
、
相
手
の
文
化
や
立
場
を
理
解
し
、
力
を

合
わ
せ
て
未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。「
世
界
に
学
び
、
世
界
に
貢
献

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
の
育
成
」
を

教
育
理
念
に
掲
げ
る
本
学
で
は
、
日
本
人
学

生
と
留
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
多
様

性
を
生
か
し
な
が
ら
共
に
学
修
す
る
「
多
文

化
共
修
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
舞
台
と
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
世

界
各
国
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
集
っ
て
い
ま

す
。
2
0
1
2
年
度
に
1
4
7
人
だ
っ
た

受
け
入
れ
留
学
生
数
は
、
S
G
U
事
業
の

採
択
を
契
機
と
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
拡
充
に
よ
り
、
2
0
2
3
年
度
に
は
お
よ

そ
13
倍
の
1
9
0
8
人
に
達
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
米

な
ど
幅
広
い
地
域
か
ら
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
学
生
が
日
常
の
学
び
の
中
で
国

際
性
を
育
め
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

8
月
22
日
、S
I
T 

A
S
E
A
N

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
バ
ン
コ

ク
）
で
、
開
所
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
駐
タ
イ
王
国
日
本
特
命
全

権
大
使
を
は
じ
め
、
日
タ
イ
双
方

の
大
学
関
係
者
や
現
地
メ
デ
ィ

ア
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
出
席

し
、
式
典
の
最
後
に
は
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
本
拠
点
を
軸
に
、

A
S
E
A
N
地
域
の
大
学
や
高

校
と
の
交
流
を
一
層
深
め
正
規

留
学
生
の
受
け
入
れ
お
よ
び
国

際
共
同
研
究
の
推
進
を
中
心
と

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
拡
大
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

SIT ASEAN サテライトオフィス（バンコク）開所式を開催TOPIC

1特 集
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日常の中で、日本人学生と留学生が共に学び合える機会を提供しています。

世
界
と
協
働
す
る
学
び　
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L　

本
学
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
育
の
一
環
と

し
て
従
来
か
ら
展
開
し
て
き
た
P
B
L
（Project Based 

Learning
）を
発
展
さ
せ
、
国
内
外
の
協
定
校
や
企
業
、
行

政
機
関
と
連
携
し
て
実
施
す
る 「
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
」
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
で
は
、
海
外
協
定
校
の
学
生
と
混

成
チ
ー
ム
を
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。
海
外
の
協
定
校
で
実
施
す
る
「
派
遣
型
」
に
加

え
、
本
学
に
い
な
が
ら
参
加
で
き
る
「
受
入
型
」
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。「
海
外
留
学
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
感

じ
る
学
生
で
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
な
が
ら
実
践
的
な
国

際
交
流
を
経
験
で
き
る
点
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
難
易
度
は
幅
広
く
用
意
さ
れ
て

お
り
、
1
年
生
か
ら
参
加
可
能
な
も
の
も
多
い
で
す
。
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
仲
間
と
英
語
で
議
論
し

な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
で
、
実
践
的
な
課

題
解
決
力
や
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
三
浦
半
島
へ

国
際
協
働
に
よ
る

新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案

9
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
、
本
学

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
と
の

グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
か
ら

25
人
、
本
学
か
ら
37
人
の
学
生
が
参
加
。
受
け

入
れ
は
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学

科
・
市
川 

学
教
授
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
国
籍
を
越
え
た
混
成
チ
ー
ム
を
組

み
、
シ
ス
テ
ム
工
学
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
融
合
さ
せ
、
社
会
課
題
の
解

決
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
に
挑
み
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「Attract Indonesian people 

to travel th
e M

iu
ra 

Peninsula

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
三
浦
半
島
へ
観
光
客
を
誘
致

す
る
）」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
観
光
客
数
が
回
復

せ
ず
、
外
国
人
観
光
客
の
姿
が

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
三
浦
半
島

に
焦
点
を
当
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
の
旅
行
者
を
呼
び
込
む

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検

討
し
ま
し
た
。
期
間
中
、
学
生
た
ち
は
英
語
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
ニ
ー
ズ

分
析
や
2
泊
3
日
の
現
地
調
査
、
ア
イ
デ
ア
設

計
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

最
終
発
表
会
で
は
、
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会

社
の
ご
担
当
者
を
審
査
員
に
迎
え
、
英
語
で
の

発
表
と
質
疑
応
答
に
挑
戦
。「
ど
の
よ
う
に

P
R
す
る
か
」「
三
浦
で
し
か
で
き
な
い
理
由

は
何
か
」
な
ど
社
会
の
第
一
線
の
視
点
か
ら
鋭

い
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案
を
行
う
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
は
シ
ス
テ
ム
工
学

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
や
異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
仲

間
と
協
働
す
る
力
を
高
め
ま
し
た
。

インドネシア・バンドン工科大学×芝浦工業大学受入PBLレポート
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キ
ャ
ン
パ
ス
に
広
が
る
交
流
の
輪　

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
、
留
学
生
と
の
交
流
機

会
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
取

り
組
み
が
、
国
際
部
が
開
催
す
る
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
日
本
人
学
生
が
早
い
段

階
か
ら
異
文
化
に
触
れ
、
国
際
的
な
関
心
を

育
む
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

E
X
C
H
A
N
G
E 

E
V
E
N
T　

日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
協
力
し
て
マ

ス
を
埋
め
る
B
I
N
G
O
ゲ
ー
ム
を
実

施
。
日
本
人
参
加
者
の
約
8
割
が
1
年
生

で
、
言
語
や
文
化
の
壁
を
超
え
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

学
生
が
担
う
国
際
交
流
の
最
前
線　
G
S
S
・
G
E
A

こ
う
し
た
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
は
、
学
生
の
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
国
際
部
の
活
動
を
支
え
る
学
内
ア
ル
バ
イ
ト
制
度
と
し

て
G
S
S
（G

lobal Student Staff

）
と
G
E
A
（G

lobal Engagem
ent 

Am
bassador

）
の
2
つ
を
設
け
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
に
参
加
す
る
一
つ
の

形
で
も
あ
り
、
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
さ
せ
る
実
践
的
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

G
l
o
b
a
l 

F
e
s
t
a　

留
学
経
験
者
・
短
期
留
学
生
に
よ
る
各

国
の
大
学
紹
介
、
国
際
部
に
よ
る
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
奨
学
金
相
談
、
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
課
に
よ
る
留
学
×
就
職
相
談
な
ど

多
彩
な
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
留
学
を
希
望

す
る
学
生
や
海
外
に
興
味
の
あ
る
学
生
に

新
た
な
発
見
の
機
会
を
提
供
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
も
日
本
人
参
加
者
の
約
半
数
が
1
年

生
で
し
た
。

G

 
E
 A 

（Global Engagem
ent Am

bassador

）

キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
を
推
進
す
る

学
生
イ
ン
タ
ー
ン

◼
国
際
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て

　
活
動

◼
主
な
業
務

⚫ ��

日
本
人
学
生
・
留
学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営 

⚫��

広
報
用
の
ポ
ス
タ
ー
制
作

G

 
S
 S 

（G
lobal Student Staff

）

国
際
交
流
の
現
場
を
支
え
る

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

◼
単
発
型
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
活
動

◼�

月
に
数
回
、
業
務
案
内
が
配
信
さ
れ
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に

参
加
可
能

◼
主
な
業
務

⚫ �

留
学
生
向
け
「
浴
衣
着
付
け
体
験
」
の

サ
ポ
ー
ト

⚫�

キ
ャ
ン
パ
ス
内
や
周
辺
地
域
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

⚫�

空
港
へ
の
送
迎
対
応

⚫��

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
サ
ポ
ー
ト　
な
ど

6



A 

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
が

い
て
、
G
L
C（Global Learning Com

m
ons

）

な
ど
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
自
然
に
国
際
的
な
雰

囲
気
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
も
予
約
不
要

で
気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
が
多
く
、
日
常
の
中

で
異
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

学内にいながら、世界とつながる学び。
国際交流を楽しみ、成長を実感する学生に話を聞きました。

河
野 

凪
沙 

さ
ん

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
数
理
科
学
科
4
年

〈主に参加した国際プログラム〉
2022.11 　受入PBL（インドネシア・スラバヤ工科大学）
2023.2-3　語学研修（アイルランド・ダブリンシティ大学）
2023.8　派遣PBL（インドネシア・スラバヤ工科大学）
2025.４～現在　�GEA（Global Engagement Ambassador）

として活動

芝
浦
工
業
大
学
の
国
際
的
な
雰
囲

気
に
つ
い
て
、学
生
生
活
の
中
で
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Q

A 

受
入
P
B
L
で
交
流
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学

生
と
、
翌
年
の
派
遣
P
B
L
で
現
地
に
行
っ
た
際

に
再
会
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
彼
女
た
ち
と
は
、
今
で
も
チ
ャ
ッ
ト
で
連

絡
を
取
り
合
う
仲
で
す
。
ま
た
、
G
E
A
と
し
て

企
画
し
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
共
通
の

ゲ
ー
ム
の
話
題
で
留
学
生
と
盛
り
上
が

り
、
S
N
S
を
交
換
し
て
そ
の
後
一
緒

に
食
事
に
行
く
な
ど
、
交
流
が
自
然
と

広
が
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
を
通
し
て
、印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
？

Q A 

も
と
も
と
英
語
が
好
き
で
、
高
校
時
代
に
ア
メ

リ
カ
に
短
期
留
学
し
た
経
験
も
あ
り
、
国
際
交
流

に
は
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
入
学
後
、

留
学
に
興
味
は
あ
っ
た
も
の
の
、
語
学
力
に
不
安

が
あ
り
、
ま
ず
は
国
内
で
開
催
さ
れ
る
受
入

P
B
L
を
選
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
楽
し
さ
を
感
じ
、

ま
た
奨
学
金
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
た
の
で
、

語
学
研
修
や
派
遣
P
B
L
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
、
G
E
A
と

し
て
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
ね
？

Q

A 

芝
浦
工
業
大
学
に
は
、
海
外
に
行
か
な
く
て
も

参
加
で
き
る
国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
留
学
に
不
安
が
あ
る

人
も
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

国
際
交
流
に
少
し
で
も
興
味
が
あ

る
学
生
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す

Q A 

日
本
と
い
う
慣
れ
た
環
境
の
中
で
活
動
で
き
る

の
で
、
言
語
や
文
化
の
違
い
に
対
す
る
不
安
が
少

な
く
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

最
初
は
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
の
が
苦
手
だ
っ
た

の
で
す
が
、
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
他
の
学
生

の
姿
に
刺
激
を
受
け
、「
自
分
も
話
し
か
け
て
み
よ

う
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
経
験
を
通
し

て
、
少
し
ず
つ
積
極
性
が
身
に

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
も
英

語
力
に
不
安
は
あ
る
も
の
の
、

初
対
面
の
方
と
英
語
で
雑
談

が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
は
な
り
ま

し
た
。 海

外
留
学
の
経
験
も
あ
る
河
野
さ

ん
か
ら
見
て
、学
内
で
の「
多
文
化

共
修
」の
良
さ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
か
？

Q

特 集 1  キャン パスで 世 界とつ な がる―「 多 文 化 共 修 」で 加 速 する学 内 の 国 際 交 流
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8
月
2
日
・
3
日
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ

れ
、
2
日
間
で
過
去
最
高
と
な
る

7
1
0
5
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

開
催
前
に
は
台
風
の
直
撃
を
心
配
す

る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
両
日
共
に
晴

天
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

4
年
間
を
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
展
示
が
中
心
と

な
っ
た
今
回
。
課
程
ご
と
の
色
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
た
学
生
や

教
員
が
、
2
0
2
6
年
度
か
ら
の
「
学

科
制
」
か
ら
「
課
程
制
」
に
改
組
す
る

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
各
課
程
・
コ
ー

ス
に
つ
い
て
、
未
来
の
後
輩
た
ち
の
た

め
に
熱
心
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
来
場
者
は
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
研
究
室
の
様
子
に
目
を
や
り
、

大
学
生
に
よ
る
制
作
物
・
研
究
活
動
の

説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。学

生
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
、
緑
豊
か

で
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
は
、
日
傘
を
差
す
強
い
日

差
し
の
中
な
が
ら
、
現
役
学
生
か
ら

“
あ
り
の
ま
ま
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
”

に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
各
施
設
を
見
学

で
き
る
機
会
と
し
て
、
両
日
共
に
大
変

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

2
日
目
に
は
特
別
企
画
と
し
て
、

YouTuber

の
ヨ
ビ
ノ
リ
た
く
み
さ
ん

と
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
員
に
よ
る
座

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
座
談
会
の
様

子
は
、
ヨ
ビ
ノ
リ
た
く
み
さ
ん
の

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
予
備
校
の

ノ
リ
で
学
ぶ
「
大
学
数
学
・
物
理
」）で

公
開
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
宮
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

レ
ポ
ー
ト

変
革
の
中
で
見
え
た
確
か
な
手
応
え

S
I
T
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
た
一
日

2
0
2
5
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
大
き
な
改
組
を
控
え
、

そ
の
魅
力
を
実
際
の
教
育
現
場
で
受
験
生
に
直

接
伝
え
た
い
思
い
で
臨
み
ま
し
た
。
来
場
者
の

皆
さ
ん
は
、
S
I
T
の
教
育
研
究
活
動
や
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
て
質
問
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く
の
受

験
生
と
対
面
で
触
れ
合
え
た
こ
と
が
何
よ
り
も

大
き
な
財
産
で
す
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
入

試
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
各
学
部
の
学

生
が
頼
も
し
か
っ
た
こ
と
！！ 

猛
暑
の
中
で
も
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
声
が
け
、
無
駄
の
な
い
動
き
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
る
振
る
舞
い
、
何
を
と
っ

て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
来
場
し
た
受
験

生
に
と
っ
て
「
憧
れ
の
学
生
像
」
に
映
っ
た
は

ず
で
す
。
芝
浦
生
の
未
来
は
明
る
い
！！ 

数
か
月

の
準
備
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隅
々
に

「
S
I
T
の
魅
力
」
を
し
み
渡
ら
せ
て
く
だ
さ
っ

た
、
全
学
生
・
教
職
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

システム理工学部長
澤田 英行

来
場
者
過
去
最
多
！

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト

今年度は予約定員の上限を撤廃し、過去最多の来場者数となったオープンキャンパス。
その盛り上がりを報告します！

2特 集
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8
月
23
日
・
24
日
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ

ス
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ

れ
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
引
き
続
き
過

去
最
高
と
な
る
1
2
7
3
9
人
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
上
級
生
が

所
属
す
る
研
究
室
を
擁
す
る
工
学
部
・

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
・
建
築
学
部
（
全
学

年
在
籍
）を
中
心
に
、
2
0
2
6
年
度

か
ら
新
し
い
教
育
課
程
と
な
る
シ
ス

テ
ム
理
工
学
部
も
加
え
た
す
べ
て
の

学
部
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

各
学
科
・
課
程
ブ
ー
ス
で
は
、
学

生
や
教
員
が
日
頃
の
研
究
や
作
品
を

紹
介
。
自
作
の
装
置
を
操
作
し
な
が

ら
解
説
し
た
り
、
研
究
室
に
足
を
踏

み
入
れ
た
高
校
生
に
実
際
の
実
験
機

器
を
披
露
し
た
り
と
、
来
場
者
に
“
最

先
端
の
学
び
”
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
課
程
の
紹

介
の
ほ
か
、
ポ
ッ
プ
な
雰
囲
気
の
学

生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
示
す
る
な
ど
高

校
生
が
気
に
な
る
学
生
生
活
の
雰
囲

気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
工
夫
が
随

所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
・
午
後
の
2
部
制
で
行
わ
れ

た
各
回
共
、
大
学
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

で
あ
る
テ
ク
し
ば
く
ん
が
登
場
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

豊
洲
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

レ
ポ
ー
ト

大宮 豊洲
総計

2(土) 3(日) 小計 23(土) 24(日) 小計

2025年 3,585 3,520 7,105 6,800 5,939 12,739 19,844

2024年 3,024 2,998 6,022 3,410 3,120 6,530 12,552

増加人数
（率）

+1,083 +6,209 +7,292
(+18.0%) (+195.0%) (+58.0%)

■オープンキャンパス来場者数の昨年度比
来場者数詳細

2024年 2025年 増加人数（率）

高校3年生 2,238 3,261 +1,023 (+45.7%)

高校2年生 2,297 4,487 +2,190 (+95.3%)

高校1年生 895 1,971 +1,076 (+120.2%)

既卒生 65 126 +61 (+93.8%)

同伴者 6,545 9,087 +2,542 (+38.8％)

来場者の学年内訳（高校生以上）
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
支
え
た

入
試
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
成
功
に
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
が
不
可
欠
で
し
た
。

運
営
を
支
え
た
彼
ら
に
、大
盛
況
と
な
っ
た
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
度
入
試
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
幹
部
長

建
築
学
部
建
築
学
科 

3
年

坂
元 
拓
登
さ
ん

今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
の
幹
部
長
と
し
て
全
体
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
問
題
が
起
き
た
時

に
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
対
応
す
る
役
割
を
担
い

ま
し
た
。
特
に
今
回
は
来
場
者
数
が
過
去
最
多

で
、
現
場
が
パ
ン
ク
し
そ
う
に
な
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
他
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
応
援
を
回

し
た
り
、
翌
日
以
降
の
シ
フ
ト
を
見
直
し
た
り

し
て
、
運
営
の
安
定
化
に
努
め
ま
し
た
。

幹
部
長
と
し
て
一
番
意
識
し
て
い
た
の
は

「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
」
で
す
。
学
生
ス

タ
ッ
フ
は
明
る
く
元
気
に
活
動
し
て
く
れ
る
一

方
で
、
時
に
気
が
緩
ん
で
し
ま
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
活
発
さ
を
無
駄
に
せ
ず
、
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
声
か
け
や
雰
囲
気
づ

く
り
を
工
夫
し
ま
し
た
。

職
員
の
方
と
は
、
事
前
・
事
後
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
通
し
て
連
携
を
深
め
ま
し
た
。
学
生
目

線
で
感
じ
た
こ
と
や
必
要
だ
と
思
っ
た
備
品
・

運
営
方
法
を
共
有
し
、
職
員
側
の
視
点
と
す
り

合
わ
せ
な
が
ら
改
善
を
進
め
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ

ル
対
応
で
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
幹
部
同
士
で

状
況
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
判
断
を
下
し
、
職

員
の
方
に
も
報
告
し
つ
つ
、
全
員
で
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
動
き
方

一
つ
で
、
全
体
の
雰
囲
気
や
流
れ
が
変
わ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と

り
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
全
体

を
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に

「
や
り
き
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
は
、
本
当

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
に
幹
部
を
担
う
後
輩
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。
小
さ
な
声
に
耳
を
傾
け
た
り
、
気
軽

に
話
し
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
進
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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特 集 2 来 場 者 過 去 最 多！オープンキャン パスレポート

建
築
学
部
建
築
学
科 

2
年

諏
訪
部 

春
希
さ
ん

初
め
て
先
輩
と
い
う
立
場
で
活
動
し
た
今
回

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
後
輩
へ
の
指

示
や
状
況
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
先
輩
方
を
支

え
る
立
場
を
担
い
ま
し
た
。
業
務
で
は
状
況
を

把
握
し
先
を
見
据
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
意
識

し
た
こ
と
で
、
指
示
を
出
す
側
の
視
点
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
や
高
校
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

中
で
、
芝
浦
工
業
大
学
の
魅
力
を
自
分
の
言
葉

で
伝
え
ら
れ
た
瞬
間
、
こ
の
活
動
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
。
女
子
生
徒
と
保
護
者
の
方

か
ら
建
築
学
部
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
、

「
女
子
学
生
が
思
っ
た
よ
り
多
い
」
と
安
心
さ

れ
た
様
子
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の

取
り
組
み
が
来
場
者
に
伝
わ
り
、
進
路
選
択
の

一
助
に
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
誇
ら
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

想
定
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
先
輩
や
職
員
の
方

の
指
示
を
待
つ
状
態
に
な
っ
た
際
、
他
学
部
の

ス
タ
ッ
フ
と
ほ
と
ん
ど
言
葉
を
交
わ
さ
ず
に
状

況
を
共
有
で
き
た
こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。
普

段
の
授
業
で
は
接
点
の
少
な
い
仲
間
と
も
、
自

然
に
連
携
で
き
る
関
係
を
築
け
た
こ
と
は
自
分

に
と
っ
て
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
入
試
課
学
生

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
積
み
重
ね
が
、
仲
間
同
士

の
信
頼
関
係
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
て
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、
柔
軟
に
判
断
し
な

が
ら
周
囲
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
自
分
が
前
に
出
る
だ
け
で
な
く
、

状
況
を
整
理
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
先
輩
や

後
輩
、
職
員
の
方
と
動
き
や
す
く
な
り
、
全
体

の
流
れ
も
自
然
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
来
場
者
と
向
き
合
う
中
で
大
学
の
魅
力
を

改
め
て
意
識
で
き
、
自
分
自
身
の
学
び
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
入
試
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活

動
は
、
運
営
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
成
長
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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戦
争
の
最
中
で
過
ご
し
た

芝
浦
工
大
での
学
校
生
活

栃
木
県
鹿
沼
市
で
生
ま
れ
、
小

学
校
2
年
の
時
に
東
京
都
世
田

谷
区
に
家
族
で
移
り
住
み
ま
し

た
。
東
京
高
等
工
学
校
附
属
工

科
学
校（
後
の
芝
浦
高
等
工
学
校

附
属
工
科
学
校
：
1
9
4
6
年

廃
止
）
に
進
学
し
た
の
は
、
家
業

が
建
築
会
社
を
営
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
建
築
を
専
門
的
に
学
ぶ

こ
と
が
目
的
で
し
た
。

た
だ
し
当
時
の
東
京
高
等
工
学

校
（
1
9
4
3
年
か
ら
芝
浦
高
等

工
学
校
）
は
、
上
級
学
校
へ
の
進

学
資
格
が
得
ら
れ
な
い
実
業
学
校

で
す
。
入
学
当
日
に
い
き
な
り
先

生
か
ら
「
入
学
は
め
で
た
い
け
れ

ど
、
上
級
学
校
を
目
指
せ
な
い
君

た
ち
の
進
路
は
高
等
工
学
校
ま
で

だ
」
と
告
げ
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
失
敗
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
正

直
な
思
い
で
し
た
ね
。
転
校
も
考

え
た
の
で
す
が
、
親
に
説
得
さ
れ
、

附
属
工
科
学
校
で
3
年
、
高
等
予

科
で
1
年
、
東
京
高
等
工
学
校
の

建
築
学
科
で
3
年
と
、
計
7
年
間

通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
級
学
校

に
行
け
る
わ

け
で
も
な
い
し

と
、
ど
こ
か
不

貞
腐
れ
た
気

持
ち
で
、
附
属

工
科
学
校
の

頃
は
勉
強
熱

心
な
生
徒
で

は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ

れ
で
も
学
校

が
英
語
教
育

に
注
力
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
就
く

中
で
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
英
語
力
に
は
と

て
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

実
業
学
校
が
旧
制
中
等
学
校
と
同
じ
制

度
で
統
一
さ
れ
、
私
た
ち
に
も
上
級
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
先
生
が
大
慌
て
で
伝
え
て
き

た
時
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

1
9
4
3
年
の
中
等
学
校
令
に
関
連
す
る

実
業
学
校
規
程
の
交
付
に
伴
う
も
の
で
、

こ
れ
は
生
徒
だ
け
で
な
く
先
生
も
一
緒
に

な
っ
て
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

実
業
学
校
は
、〝
イ
ン
チ
キ
学
校
〞
だ
と
揶

揄
さ
れ
、
内
心
で
は
悔
し
い
思
い
を
し
て

い
た
こ
と
も
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
晴
れ
た

時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
の
一
方
で
、
附
属
工
科
学
校
に
入
学

創立100周年記念連載 3/10

戦中・戦後の苦しい最中でも
仲間や恩師と支え合った学生生活

「創立100周年記念連載」として今回お話を聞いたのは、
芝浦工業大学と同じ1927年に生まれた卒業生のお一人である内田晃一さん。
学生時代の雰囲気や学校生活、また戦争の最中でも教員と学生が支え合って

学んでいた当時の様子が伝わってくる貴重なインタビューとなりました。

1927年栃木県出身。東京高等工学校附属工科学校から東京高等工学校へと進
学し、建築学を専攻。卒業後は建築会社や新聞社を経て、20代半ばからプロ
のジャズ・ミュージシャンの道へ。さまざまな有名ジャズバンドに参加した後、
独立してスタジオミュージシャンとして活躍し、ヴィブラフォン奏者として
名声を獲得。2016年にはその功績から文化庁長官表彰を受賞。

内田 晃一 さん

内田さんは学校法人芝浦工
業大学50年史編纂ニュース
でも寄稿されています。

戦時下での軍事教練の様子

直
な
思
い
で
し
た
ね
。
転
校
も
考

え
た
の
で
す
が
、
親
に
説
得
さ
れ
、

附
属
工
科
学
校
で

科
で

建
築
学
科
で

通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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し
た
翌
年
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
東

京
高
等
工
学
校
に
進
学
し
た
頃
か
ら
戦
況

が
激
化
。
1
〜
2
年
次
は
勤
労
動
員
や
軍

事
教
練
で
授
業
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
も
あ
る
埠
頭
公
園
で
訓
練
を
し

た
り
、
毎
日
の
よ
う
に
鉄
砲
を
持
っ
て
芝

浦
の
校
舎
か
ら
代
々
木
の
練
兵
場
ま
で
3

〜
4
時
間
か
け
て
往
復
し
た
り
し
た
も
の

で
す
。

2
年
次
の
勤
労
動
員
で
は
仙
台
の
海
軍

工
廠
に
ク
ラ
ス
の
皆
で
行
き
ま
し
た
。
機

関
砲
な
ど
を
製
造
す
る
の
で
す
が
、
材
料

の
鉄
が
入
っ
て
こ
な
い
の
で
や
る
こ
と
が

何
も
な
い
。
故
郷
に
近
い
宇
都
宮
ま
で
足

を
運
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
が
、
上

の
先
輩
が
皆
、
戦
地
で
命
を
落
と
し
て
い

た
の
で
、「
何
年
か
す
れ
ば
自
分
も
」
と
い

う
恐
怖
は
常
に

あ
り
ま
し
た
。
終

戦
を
知
っ
た
の
は

宇
都
宮
に
い
た

時
の
こ
と
。
そ
の

時
は
「
こ
れ
で
死

な
ず
に
す
ん
だ
」

と
い
う
想
い
で

い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

三
浦
元
秀
先
生
の
存
在
が

私
た
ち
の
心
の
支
え
だ
っ
た

当
時
は
主
に
旧
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

の
木
造
校
舎
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
創
立

者
の
有
元
史
郎
先
生
は
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
学
校
の
至
る
と
こ
ろ
に

写
真
が
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
、
名
前
は
も

ち
ろ
ん
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中

に
は
初
代
理
事
長
の
岸
本
綾
夫
先
生
が
毎

週
1
回
、
学
生
の
前
で
話
を
し
て
い
た
こ

と
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

先
生
方
の
思
い
出
を
振
り
返
る
と
、
私

が
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
三
浦

元
秀
先
生
（
後
の
理
事
長
）
で
し
た
。
教

師
と
い
う
よ
り
技
術
者
に
近
い
人
柄
で
、

手
を
上
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
怒
ら
れ
た
こ
と

も
な
い
。
優
し
く
て
多
く
の
学
生
か
ら
慕

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
私
た
ち
が
ま
ず
頼
っ

た
の
も
三
浦
先
生
で
す
。「
こ
れ
か
ら
ど
う

し
た
ら
い
い
で
す
か
？
」
と
電
話
し
た
と

こ
ろ
、「
戦
争
は
終
わ
っ
た
か
ら
何
も
心
配

し
な
く
て
い
い
。
9
月
か
ら
出
て
こ
い
。

授
業
す
る
ぞ
！
」
と
力
強
い
言
葉
を
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
宇
都
宮
か

ら
東
京
に
戻
り
、
再
び
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勉

強
を
再
開
す
る
の
で
す
。

戦
禍
を
乗
り
越
え
て
状
況
は
一
変
し
ま

し
た
が
、
私
が
気
持
ち
も
新
た
に
勉
強
熱

心
に
な
っ
た
、
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
建
設
会
社
で
橋
梁
建
設
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
す
る
傍
ら
、
友
人
と
よ
く
街
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
の
中
、
私
た

ち
が
よ
く
訪
れ
て
い
た
の
も
、
三
浦
先
生

の
家
で
す
。
三
浦
先
生
の
奥
様
が
恵
比

寿
あ
た
り
の
料
理
屋
で
働
い
て
い
て
、
よ

く
友
人
と
訪
問
し
て
、
ご
飯
を
ご
馳
走

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
と

て
も
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が
、
当
時
の

学
生
は
先
生
の
家
に
行
こ
う
な
ん
て
考

え
も
し
ま
せ
ん
。
い
か
に
三
浦
先
生
が

学
生
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
か
を
示
す
よ

う
な
思
い
出
で
す
。

多
く
の
人
と
の
出
会
い
が

7
年
間
で
得
ら
れ
た
財
産
に

終
戦
後
の
芝
浦
校
舎
周
辺
は
、
東
京
湾

か
ら
乗
下
船
す
る
進
駐
軍
の
米
軍
兵
士
が

多
く
、
私
も
自
然
と
海
外
の
音
楽
に
馴
染

み
を
も
つ
よ
う
に
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
ズ
・

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ

た
原
体
験
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
学
友
に
は
後
に
ワ
ー
ナ
ー
・
パ
イ
オ
ニ

ア
（
現
ワ
ー
ナ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ジ
ャ

パ
ン
）
の
社
長
を
務
め
る
山
本
徳
源
氏
が

い
ま
し
た
。〝
徳
さ
ん
〞
は
当
時
か
ら
英
語

が
堪
能
で
、
よ
く
校
舎
の
窓
か
ら
米
軍
兵

士
に
話
か
け
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
戦
争
に
お
け
る
苦
労
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
友
人
や
三
浦
先
生

を
は
じ
め
と
し
た
恩
師
と
の
出
会
い
な
ど
、

芝
浦
で
過
ご
し
た
7
年
間
は
人
生
に
お
け

る
大
切
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
と

同
じ
1
9
2
7
年
生
ま
れ
の
卒
業
生
の
一

人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
芝
浦
工
業
大
学

の
発
展
と
数
多
く
の
後
輩
た
ち
の
活
躍
を

願
っ
て
い
ま
す
。

軍事教練での射撃訓練の様子
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1983年生まれ。博士（メディアデザイン学）。慶應
義塾大学大学院メディアデザイン研究科（KMD）
博士課程修了。シンガポール国立大学、慶應義塾
大学、東洋大学、東京大学を経て、2023年に芝浦
工業大学デザイン工学部に着任。ヒューマン・コン
ピューター・インタラクション（HCI）デザイン研究
を主軸に、宗教学、文化人類学などの視座を取り
入れながら死者祭祀・弔いのためのデザイン研究
に取り組む。国際会議ACM CHIフルペーパーで3
度のHonorable Mention受賞など、HCIデザイン
研究領域でさまざまな業績を有する。

P
R

O
F

IL
E

コ
ン
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
は
、実
社
会
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト（
文
脈
）を
理
解
し
、最
先
端
の
技
術
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、今
日
あ
る
い
は
近
未
来
の
社
会
生
活
に
貢

献
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。同
研
究
室
を
主

宰
す
る
瓜
生
大
輔
准
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
は「
弔
い
の
デ
ザ

イ
ン
」。弔
い
は
、私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
避
け
て
は
通
れ

な
い
も
の
だ
が
、そ
こ
に
は
い
か
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
存

在
し
、ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

m i c  C o l u m n

故
人
を
偲
び
︑
弔
う
行
為
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
読
み

デ
ジ
タ
ル
メ
ディ
ア
を
活
用
し
な
が
ら

﹁
新
た
な
弔
い
方
﹂を
デ
ザ
イ
ン
す
る

デザイン工学部／
コンテクスチュアルデザイン研究室

瓜生 大輔  准教授
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研究協力者宅に設置された「Fenestra」

15

弔
い
と
は
、
あ
る
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
遺
族
や
友
人
、
知
人
な

ど
が
故
人
を
偲
ぶ
、
あ
る
い
は
伝
統
的
な
儀
礼
に
則
っ
て
供
養
す
る

こ
と
を
指
す
の
が
一
般
的
だ
。
弔
い
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
り
、

新
し
い
技
術
や
手
法
の
発
達
、
普
及
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
に
変
化

が
生
じ
る
な
ら
ば
、
弔
い
の
あ
り
方
や
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ

て
く
る
。
瓜
生
准
教
授
は
、
こ
の
弔
い
を
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど

を
用
い
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
研
究
に
、
2
0
0
0
年
代
半
ば
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
例
え
ば
、
故
人
を
偲
ぶ
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
写
真
は
、
現

在
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
故
人
の
生
き
た
足
跡
が
デ
ー

タ
と
し
て
我
々
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
弔
い
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い

て
ほ
と
ん
ど
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
従
来
の
墓
や
仏
壇
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
弔
う
こ
と
を
想

定
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
カ
メ
ラ
ロ
ー
ル
を
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
故
人
の
思
い
出
を
振
り
返
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
の
行
為

に
、
伝
統
儀
礼
に
負
け
な
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
を
込
め
ら
れ
な
い
か
。

そ
の
点
に
着
目
し
、
新
た
な
弔
い
の
形
を
提
案
す
べ
く
、
2
0
1
3

年
に
『Fenestra

』
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
」

「Fenestra

」
は
ラ
テ
ン
語
で
「
窓
」
を
意
味
す
る
。
普
段
は
調
度

品
（
鏡
、
写
真
立
て
、
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
）
と
し
て
日
常
生
活
に
溶
け

込
ん
で
い
る
が
、
鏡
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
か
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
す

と
、
故
人
の
面
影
が
蘇
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
う
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
上
で
、
瓜
生
准
教
授
が
重
視
し
て
い
る
の
が
適
切

ス
マ
ホ
の
写
真
を
見
て
故
人
を

偲
ぶ
こ
と
は
で
き
る
が
︙
︙

S I T  A c a d e
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な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
だ
と
い
う
。

「
私
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
分
野
を

専
門
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

は
、
例
え
ば
ス
マ
ホ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
キ
ー
ボ
ー
ド
に
文

字
を
打
ち
込
ん
だ
り
、
S
N
S
で
『
い
い
ね
』
を
押
し
た

り
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
表
示
さ
れ
る
と
い
っ
た
入
力
・
出

力
の
組
み
合
わ
せ
の
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
重
き
を
置
く
べ
き

は
、
デ
バ
イ
ス
の
見
た
目
や
形
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
扱

う
人
の
振
る
舞
い
や
行
動
、
動
作
で
す
。
弔
い
に
お
い
て
も
っ
と
も
大
事

な
の
は
、
集
中
で
き
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
マ

ホ
で
故
人
の
写
真
を
見
る
こ
と
は
誰
で
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
ス
マ
ホ
を

は
じ
め
と
す
る
現
代
の
情
報
機
器
は
汎
用
的
、
多
用
途
的
で
、
S
N
S
な

ど
か
ら
の
通
知
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
飛
ん
で
く
る
。
そ
こ
で
、
集
中
を
促

す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
一
案
と
し
て
『Fenestra

』
で
は
鏡
を
見
つ
め

る
か
、
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
す
こ
と
を
起
動
条
件
に
し
ま
し
た
」

瓜
生
准
教
授
は
、
ト
モ
エ
陶
業
株
式
会
社
と
い
う
、
愛
知
県
瀬
戸
市
で

主
に
骨
壷
を
製
造
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
と
10
年
近
く
共
同
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
進
捗
お
よ
び
成
果
を
発
表
す
る
目
的
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産
業

展
（
葬
儀
、
埋
葬
、
供
養
、
相
続
な
ど
、
終
活
産
業
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

設
備
、
機
器
、
サ
ー
ビ
ス
が
一
堂
に
会
す
る
日
本
最
大
の
専
門
展
示
会
）

に
出
展
し
て
い
る
。

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産
業
展
へ
の
出
展
は
ト
モ
エ
陶
業
か
ら
の
支
援
が
あ
っ

て
実
現
し
た
も
の
で
す
が
、
私
は
こ
れ
を
、
論
文
を
書
い
て
学
会
で
発
表

す
る
と
い
っ
た
一
般
的
な
方
法
で
は
出
会
え
な
い
人
た
ち
と
の
接
点
を
得

る
た
め
の
、
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
私
の
研
究
室
で
扱
う
テ
ー

マ
は
大
学
や
研
究
室
に
こ
も
っ
て
い
て
は
前
に
進
ま
ず
、
日
頃
か
ら
学
生

に
も
『
研
究
室
の
外
と
接
点
を
持
つ
よ
う
に
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
各
々
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
の
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
よ

り
深
く
理
解
し
、
か
つ
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
研
究
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
」

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産
業
展
で
は
、
自
分
が
ブ
ー
ス
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
、

弔
い
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
興
味
を
持
つ
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て

く
れ
る
。
瓜
生
准
教
授
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

だ
ろ
う
。

「
今
年
も
、
遺
影
を
前
撮
り
す
る
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
の
方
と
何
か
コ
ラ
ボ
で
き
な
い
か
相
談
し
た
り
、『
終
活
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
示
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ

ど
、
こ
う
し
た
文
化
的
で
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
出
展
者
は
あ
ま
り
い
な
い
の

で
、
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し

た
』
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
僧
侶
の
方
と
意
見
交
換
を

し
た
り
と
、
非
常
に
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

一
般
的
な
研
究
発
表
の
場
で
は

出
会
え
な
い
人
た
ち
と
の
接
点
を
得
る

m i c  C o l u m n
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デ
ザ
イ
ン
研
究
で
は
、
研
究
者
は
、
社
会
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
活
動
を

客
観
的
に
分
析
す
る
の
が
一
般
的
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
瓜
生
准
教
授
は
、

自
身
の
手
で
新
た
な
「
弔
い
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
作
り
出
し
、
そ
れ
自
体
を

研
究
成
果
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
ス
タ

イ
ル
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
課
題
も
あ
る
。

「『
弔
い
の
デ
ザ
イ
ン
』
を
謳
っ
て
い
る
わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
自
分
が

デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
事
例
が
少
な
い
こ
と
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
研
究
室
と
し
て
も
『
こ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
』
と
堂
々
と
言

え
る
成
果
が
必
要
で
し
ょ
う
。
私
の
研
究
は
、
少
し
先
の
未
来
を
想
定
し

た
モ
ノ
や
コ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
際
に
作
っ
て
『
皆
さ
ん
、
ど
う
で
す

か
？
』
と
世
の
中
に
発
信
す
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
て
い
ま
す
。
発
信
す

れ
ば
当
然
、
賛
同
だ
け
で
な
く
批
判
も
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
通

し
て
で
し
か
生
み
出
せ
な
い
研
究
成
果
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
墓
や
納

骨
堂
、
あ
る
い
は
埋
葬
に
関
わ
る
デ
ザ
イ
ン
を
い
ち
早
く
手
掛
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

瓜
生
准
教
授
が
約
20
年
に
わ
た
り
「
弔
い
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
主
軸
に
研

究
を
進
め
て
い
る
一
方
で
、
自
身
の
主
宰
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
デ

ザ
イ
ン
研
究
室
の
学
生
た
ち
の
研
究
テ
ー
マ
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
。
そ
れ
は
研

究
の
多
様
性
を
重
視
し
て
い
る
た
め
だ
が
、
教
え
る
側
に
と
っ
て
は
非
効

率
で
も
あ
る
。

「
一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
、
自
ら
の
関
心
領
域
か
ら
テ
ー
マ
を
選
択
、
あ

る
い
は
社
会
的
な
イ
シ
ュ
ー
を
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

深
掘
り
し
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
携
わ
る
人
た
ち
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
。
と
、
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す

が
、
本
当
に
各
人
が
各
々
の
ス
タ
イ
ル
で
、
し
か
も
簡
単
に
答
え
が
出
な

い
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
私
自
身
が
毎
回
指
導
力
を
試
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
研
究
室
で
す
。
同
様
に
、
私
が
研
究
し
て
い
る
『
弔
い
の
デ

ザ
イ
ン
』
も
、
い
ま
だ
答
え
が
見
え
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
続
け

て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
に
価
値
を
見
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
私
は
答
え
の
な
い
問
い
に
切
り
込
ん
で
い
く
過
程
を
楽
し
ん
で
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
た
ち
に

も
そ
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
ほ
し
い

し
、
も
ち
ろ
ん
な
ん
ら
か
の
成
果
に

つ
な
が
れ
ば
、
そ
れ
を
社
会
に
発
信

す
る
た
め
の
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
答
え
が
見
え
な
く
て
も
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
研
究
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
テ
ー
マ
に
出
会
っ
て

く
れ
た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

S I T  A c a d e

答
え
の
な
い
問
い
に
切
り
込
ん
で

い
く
過
程
を
楽
し
ん
で
い
る
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卒 業 生 の 今

しばうら

高
校
時
代
か
ら
も
の
づ
く
り
に
対
す
る

漠
然
と
し
た
憧
れ
が
あ
り
、「
将
来
は
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
」「
世
の

中
に
貢
献
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
」「
自
分

の
つ
く
っ
た
も
の
が
目
に
見
え
る
も
の
づ

く
り
が
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
機
械
工
学
科
で
大
学
を
探
し
、
就

職
に
強
い
芝
浦
工
業
大
学
を
選
び
ま
し
た
。

入
学
後
は
、
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
土
台
づ
く
り
と
考
え
学
業
を
頑
張

り
ま
し
た
。
私
自
身
が
社
会
に
出
て
か
ら

実
感
し
た
の
で
す
が
、
講
義
で
学
ぶ
4
力

学
（
熱
力
学
、
流
体
力
学
、
材
料
力
学
、

機
械
力
学
）
の
基
礎
的
な
知
識
は
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
必
須

で
す
。
細
か
な
数
式
を
す
べ
て
覚
え
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士

で
会
話
す
る
際
、「
物
理
的
に
こ
う
な
る
よ

ね
」
と
い
う
共
通
の
感
覚
が
あ
る
と
意
思

合
わ
せ
が
ス
ム
ー
ズ
だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、
私
は
製
図
が
好
き
で
C
A
D
で

の
3
D
モ
デ
ル
や
図
面
づ
く
り
が
と
て
も

楽
し
く
、
時
に
は
悩
み
な
が
ら
も
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
製
造
業
界
で

働
く
な
ら
C
A
D
を
使
え
る
こ
と
は
強
み

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
土
台
を
つ
く
る

大
学
で
の
学
び

に
な
り
ま
す
。
他
大
学
よ
り
も
早
い
時
期
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
、
指
導
が
手
厚
い

こ
と
も
芝
浦
工
大
の
よ
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
複
数
の
教
授
の
演
習
で
、
課
題

⇒

実
験⇒

考
察⇒

レ
ポ
ー
ト
作
成
と
い
う

一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
何
度
も
繰
り
返
し
た

こ
と
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
文
献
や
論
文

を
探
し
、
教
授
や
仲
間
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
つ
つ
理
解
を
深
め
る
過
程
は
、

社
会
人
と
し
て
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

際
に
役
立
つ
ス
キ
ル
。
芝
浦
工
大
で
は
こ

れ
を
学
生
時
代
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大学の研究室イベント
日本機械学会畠山賞
W 受賞

幅広い学びと経験を生かして
時代の要請に応えるエンジニアに！

津田崚太さんは機械工学科に在学中、学業優秀
者に贈られる日本機械学会畠山賞を受賞。大学
院修了後はトヨタ自動車に入社し、一貫してト
ランスミッションの開発に携わっている。今、
エンジニアに求められるスキルとは何か。なぜ
分野横断の学びが必要なのか。企業で開発の最
前線に立つ津田さんが明確に指摘する。

創立以来10万人を超える
芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより
世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、
さまざまな方面で活躍する
卒業生を紹介します。

S
h
i
b
a
u
r
a
-
J
i
n

PROFILE

津田 崚太さん
Ryota Tsuda

トヨタ自動車株式会社 勤務
工学部機械工学科 2017年3月卒業
理工学研究科機械工学専攻 
2019年3月修了
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3
年
次
か
ら
は
佐
伯
暢
人
教
授
の
粒
状

体
力
学
研
究
室
に
所
属
し
、
震
動
を
抑
制

す
る
た
め
の
粒
の
動
き
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。
実
験
装
置
を
自
分
た
ち
で
設
計

す
る
こ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
自
分
た

ち
で
行
う
こ
と
が
研
究
室
の
特
徴
で
、
設

計⇒

実
験⇒

解
析⇒

評
価
に
一
気
通
貫
で

取
り
組
め
、
携
わ
れ
る
範
囲
の
広
さ
が
魅

力
で
し
た
。
実
際
に
装
置
を
自
分
の
手
で

組
ん
で
動
か
し
、
自
身
が
追
究
す
る
物
理

現
象
を
見
え
る
化
す
る
過
程
に
は
、
と
て

も
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
学
業
一
色
の
学
生
時
代

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
育
会

準
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
、
仲
間
と
共
に
一
部
リ
ー
グ
昇
格

を
目
指
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
チ
ー
ム
運

営
に
も
携
わ
り
、
人
を
束
ね
る
難
し
さ
も

実
感
し
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
分
か
り
ま

し
た
が
、
結
局
仕
事
も
チ
ー
ム
で
進
め
ら

れ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
「
人
対

人
」。
自
分
一
人
で
自
動
車
の
す
べ
て
の

部
品
を
つ
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
製
造
分
野
の
人
、
隣
接
分
野
の
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
す
り
合
わ
せ
て
会

話
し
な
い
こ
と
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
学
生

時
代
を
通
じ
て
、
勉
強
も
部
活
動
も
人
と

の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
人
と
会
話
す
る
機

会
が
多
く
、
物
事
の
進
め
方
の
基
礎
が
自

分
の
中
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
出
会
っ
た
仲
間
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

就
職
に
際
し
て
は
、
社
会
的
影
響
力
の

大
き
さ
や
人
の
役
に
立
つ
シ
ー
ン
が
見
え

る
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
自
動
車
業
界
を
選
択
。
こ
の
先
何

十
年
も
働
い
て
い
く
中
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
で
き
る
環
境
、
大
学
の
よ
う
に
仲
間
と

切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境
に
魅
力
を
感
じ
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
入
社
し
ま
し
た
。

先
行
開
発
職
を
希
望
し
、
入
社
後
研
修

を
経
て
配
属
さ
れ
た
の
が
、
H
E
V
や

B
E
V
な
ど
の
電
動
車
の
先
行
開
発
を
行

う
研
究
所
。
そ
こ
で
自
動
車
の
動
力
装
置

で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
の
設

計
に
携
わ
り
ま
し
た
。
企
画⇒

設
計⇒

解

析⇒

評
価
の
一
連
の
流
れ
を
短
い
サ
イ
ク

ル
で
回
せ
る
業
務
で
、
大
学
時
代
の
一
気

通
貫
の
学
び
が
そ
の
ま
ま
生
か
せ
る
内
容

で
し
た
。
そ
の
後
、
米
国
に
あ
る
海
外
事

業
体
で
量
産
設
計
・
開
発
に
1
年
間
従

事
。
現
在
は
本
社
で
生
産
・
製
造
技
術
、

特
に
歯
車
の
新
規
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
入
社
し
て
7
年
目
で
す
が
、
一
貫

し
て
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
発
に
関

わ
り
、
そ
の
中
で
も
先
行
設
計
・
量
産
設

計
・
生
産
技
術
と
領
域
を
横
断
し
て
業
務

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
で
も
2
0
2
4

年
度
よ
り
分
野
横
断
し
て
学
ぶ
課
程
制
を

導
入
し
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
人

不
足
の
た
め
効
率
化
の
推
進
が
ま
す
ま
す
重

要
な
時
代
に
な
り
、
一
人
の
人
間
に
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
短
時
間
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
必
要
で
、

「
経
験
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

設
計
か
ら
評
価
ま
で

一
気
通
貫
の
取
り
組
み

今
、
求
め
ら
れ
る
の
は

分
野
横
断
で
き
る
人
材

リーグ優勝集合写真

「
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
対
応
で
き
る
」
人
材

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
分

野
横
断
す
る
学
び
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
分
野
横
断
の
学
び
は
自
ら
の
選
択

肢
を
拡
げ
て
く
れ
ま
す
。
大
学
入
学
時
は
機

械
工
学
を
選
ん
だ
理
由
が
明
確
で
な
く
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
や
人
に
関
わ
る
う
ち

に
心
の
琴
線
に
触
れ
る
対
象
に
出
会
え
る
も

の
。
こ
う
し
た
機
会
は
社
会
に
出
る
と
意
外

に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
目
標
の
解
像

度
を
上
げ
る
意
味
で
も
、
分
野
横
断
の
学
び

は
学
生
に
と
っ
て
価
値
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
も
生
産
技
術
を
学
び
、
さ
ら
に

は
評
価
や
制
御
へ
の
理
解
も
深
め
、
幅
広

く
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
極
端
な

表
現
に
な
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
一
人
で
開
発
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

な
る
の
が
将
来
の
目
標
で
す
。

米国での生活（植林活動）
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と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
清
少
納
言
が

新
し
い
美
の
概
念
を
提
示
し
た
よ
う
に
、

「
君
も
新
し
い
美
を
発
掘
す
る
存
在
に
な

れ
」
と
い
う
激
励
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
体
験
が
、
末
松
さ
ん
の
建
築
観
を
さ

ら
に
深
め
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
へ
の
展
望

今
後
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
人
々

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
新
し

い
可
能
性
を
提
示
で
き
る
建
築
を
つ
く

り
た
い
」
と
力
強
く
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
芝
浦
工
大
で
の
学
び
と
仲
間
た
ち

と
の
日
々
が
、
そ
の
夢
を
現
実
に
近
づ

け
て
い
ま
す
。

数
々
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で

最
優
秀
賞
を
獲
得　

大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
建

築
学
専
攻
1
年
の
末
松
拓
海
さ
ん
は
、

在
学
中
に
数
々
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
に
は
「
デ
ザ
イ
ン
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」
で
、
さ
ら

に
「
第
11
回 

P
O
L
U
S 

学
生
・
建

築
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
で

も
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
卒
業
設
計
を
対

象
と
し
た
全
国
合
同
卒
業
設
計
展

「
卒
、
25
」
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

作
品
の
中
で
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
瞬
間

「
設
計
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ぶ
時

は
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
」

と
末
松
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、
積
極
的
に
外
に
出
る
こ
と
。
卒
業

設
計
で
は
瀬
戸
内
海
の
佐
木
島
に
移
住

し
、
地
元
の
人
々
と
交
流
し
な
が
ら
古

い
建
物
の
解
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
。
現
場
で
の
体
験
や
島
の
人
と
の
会

話
が
新
し
い
発
想
に
つ
な
が
っ
た
と
い

い
ま
す
。
最
近
で
は
沖
縄
に
１
か
月
滞

在
し
、
建
築
家
や
地
域
の
人
々
と
触
れ

合
い
な
が
ら
、
暮
ら
し
に
根
差
し
た
空

間
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
座
学
を
大
切
に
す
る
こ

と
。
末
松
さ
ん
は
大
学
の
図
書
館
で
、

建
築
専
門
誌
「
新
建
築
」
を
1
9
5
4

年
か
ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
順
に
読

み
進
め
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
建
築

史
を
学
ん
で
い
ま
す
。

仲
間
や
後
輩
と
の
つ
な
が
り

芝
浦
工
大
の
建
築
学
部
は
学
年
を
こ

え
た
縦
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
研
究
室

で
泊
ま
り
込
み
な
が
ら
後
輩
と
一
緒
に

模
型
を
つ
く
っ
た
り
議
論
を
交
わ
し
た

り
す
る
日
々
が
あ
り
ま
し
た
。「
同
期

や
後
輩
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、
自
分
を

大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

独
自
の
建
築
観
を
深
め
て

末
松
さ
ん
は
、「
廃
墟
や
ス
ラ
ム
、
迷

路
の
よ
う
な
空
間
に
も
惹
か
れ
ま
す
。
ま

だ
美
し
さ
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
な
い
場

所
を
掘
り
下
げ
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

沖
縄
滞
在
中
に
は
、あ
る
建
築
家
か
ら

「
お
前
は
“
春
は
あ
け
ぼ
の
”
を
つ
く
れ
」

活
躍
す
る
芝
浦
工
大
の
学
生
た
ち

ACTIVE
STUDENTS!

大学院理工学研究科修士課程 建築学専攻1年

末松 拓海さん

# 建築で世界をデザインする

# 未来を形にする力

卒業設計作品

新
し
い
景
色
を
描
く

建
築
で
社
会
に
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シ
ル
バ
ー
フ
リ
ー
ト

第
1
レ
ー
ス
1
位

Q 

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
選
手
も
出
場
す
る
大
会
で
す
。
大
学

と
し
て
も
12
年
ぶ
り
と
な
っ
た
出
場
に
向

け
て
、
課
題
や
自
信
は
あ
り
ま
し
た
か
？

ヨ
ッ
ト
競
技
は
大
学
ま
で
未
経
験
な

が
ら
、
関
東
大
会
の
予
選
・
本
選
で
は
経

験
者
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
大
き
く
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。
た
だ
強
風
が
吹
く
と
、

経
験
者
と
大
き
く
ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
の
差

が
つ
き
、
そ
の
克
服
が
課
題
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
ド
フ
リ
ー
ト
出
場
は
、
大

学
か
ら
競
技
を
始
め
た
我
々
に
と
っ
て
は

夢
で
す
。
そ
れ
を
目
標
に
し
て
、
海
上
に

設
置
し
た
風
上
マ
ー
ク
※
と
風
下
マ
ー
ク

の
間
を
何
度
も
回
航
す
る
マ
ー
ク
練
習
な

ど
に
励
み
ま
し
た
。
※
目
標
と
す
る
ブ
イ

Q 

学
業
・
研
究
と
競
技
を
両
立
さ
せ

る
、
普
段
の
練
習
の
様
子
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

授
業
期
間
は
土
日
に
、夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
業
中
は
週
4
日
ほ
ど
練
習
し
て
い
ま

す
。
練
習
場
所
の
江
の
島
ま
で
の
遠
さ
が
大

変
で
、
濱
口
は
毎
週
、
往
復
4
時
間
か
け
て

通
っ
て
い
ま
す
。
練
習
日
が
続
く
場
合
に

は
、
江
の
島
の
合
宿
所
に
宿
泊
し
ま
す
。

移
動
時
間
は
課
題
や
予
習
・
復
習
を

し
た
り
、
合
宿
所
で
の
夜
の
自
由
時
間

で
レ
ポ
ー
ト
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

先
輩
が
後
輩
に
勉
強
を
教
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
限
ら
れ
た
時
間

を
有
効
に
使
い
、
学
業
と
競
技
の
両
立

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Q 

最
後
に
、応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
、

ヨ
ッ
ト
部
の
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
長
や

大
学
関
係
者
、卒
業
生
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
支
援
に
よ
っ

て
、
素
晴
ら
し
い
環
境
で
競
技
と
練
習
に

集
中
的
に
取
り
組
め
ま
し
た
。
後
輩
に
は

ぜ
ひ
、
同
じ
目
標
へ
全
力
で
努
力
す
る
仲

間
と
の
時
間
が
本
当
に
楽
し
い
こ
と
を
、

存
分
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

芝
浦
工
業
大
学 

体
育
会
ヨ
ッ
ト
部

は
2
0
2
5
年
9
月
、「
第
54
回
全
日

本
4
7
0
級
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
」
に

出
場
。
国
内
最
高
峰
の
舞
台
で
、
全
国

各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ト
ッ
プ

セ
ー
ラ
ー
た
ち
と
戦
っ
た
。

Q 

全
95
艇
が
出
場
す
る
中
、
54
位
と

い
う
結
果
で
し
た
。
上
位
48
艇
が
進
め

る
決
勝
「
ゴ
ー
ル
ド
フ
リ
ー
ト
」
に
は

進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
の「
シ

ル
バ
ー
フ
リ
ー
ト
」
で
は
1
位
に
な
っ
た

レ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
フ
リ
ー
ト
第
1
レ
ー
ス
で

の
1
位
は
本
当
に
夢
の
よ
う
な
瞬
間
で

し
た
。
自
分
た
ち
が
1
年
生
の
頃
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
順
位
で
、
今
回

の
結
果
を
素
直
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ー
ル
ド
フ
リ
ー

ト
に
進
め
な
か
っ
た
こ
と
は
悔
し
か
っ

た
で
す
。
で
す
が
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、「
後
輩
た
ち
が
背
中
を
追
い
か
け

て
く
れ
る
よ
う
な
走
り
を
し
よ
う
」
と

意
識
し
な
が
ら
レ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
後
輩
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ

た
時
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

工学部 機械機能工学科4年

尾茂田 昌士さん

# ヨット部 ＃未経験からスタート

濱口 寛太さん

建築学部 建築学科4年

予選

第 1 レース BFD（フライングにより失格）
第 2 レース 26 位
第 3 レース 20 位
第 4 レース 31 位
第 5 レース 26 位
第 6 レース 34 位

決勝
（シルバー
フリート）

第 7 レース 1 位
第 8 レース 8 位
第 9 レース 9 位

最終成績 54 位（全 95 艇中）

フリート内順位 6 位（シルバーフリート
出場 47 艇中）

尾茂田・濱口ペアの選手権での結果

21



芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

9
月
25
日
、2
0
2
5
年
度
秋
季
学
位
記
授
与
式（
9

月
修
了・卒
業
）お
よ
び
入
学
式（
10
月
入
学
）が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
学
位
記
授
与
式
で
は
博
士
課
程
8
人
、論
文
博

士
3
人
、修
士
課
程
22
人
、学
士
課
程
39
人
の
学
位
記
授

与
に
加
え
、創
立
者
有
元
史
郎
記
念
賞
、学
長
賞（
グ
ロ
ー

バ
ル
）の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
執
り
行
わ
れ

た
入
学
式
で
は
、留
学
生
を
含
む
博
士
課
程
15
人
、修
士

課
程
31
人
、学
部
12
人
の
入
学
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

山
田
純
学
長
は
式
辞
に
お
い
て
、先
行
き
不
透
明
な

V
U
C
A（
変
動
、不
確
実
、複
雑
、曖
昧
の
4
つ
の
英
語

の
頭
文
字
）の
時
代
を
生
き
抜
く
に
は
、国
や
歴
史
な
ど

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
人
の
考
え
方
や
価
値
観
の
違
い
に
素

早
く
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る「
異
文
化
ア
ジ
リ
テ
ィ
」が

重
要
だ
と
説
き
ま
し
た
。
留
学
経
験
で
培
っ
た
力
を
糧

に
、A
I
と
い
う
新
た
な「
異
文
化
」に
も
柔
軟
に
適
応

し
、未
来
を
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、鈴
見
健
夫
理
事
長
は
祝
辞
で
、創
立
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
本
学
の
歩
み
に
触
れ
、学
生
生
活
で
の
努
力

と
挑
戦
が
将
来
を
形
づ
く
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。そ

の
上
で
、逆
境
に
挑
む
力
を
磨
く
と
と
も
に
、謙
虚
さ
と

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
学
び
続
け
、支
え
て
く
れ
た
家
族

へ
の
思
い
を
胸
に
、芝
浦
工
業
大
学
で
の
学
び
を
実
り
あ

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
度
秋
季
芝
浦
工
業
大
学
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
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10
月
5
日
、第
10
回
芝
浦
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン（
S
B
M
C
）が

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、応
募
総
数

48
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、書
類
選
考
と
セ
ミ

フ
ァ
イ
ナ
ル
を
通
過
し
た
10
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、各
チ
ー
ム

が
6
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
5

分
間
の
質
疑
応
答
を
実
施
。
試
作
品
を
用

い
た
発
表
や
、企
業・自
治
体
と
の
連
携
を

見
据
え
た
提
案
な
ど
、実
践
的
な
ア
イ
デ
ア

が
数
多
く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
か

ら
は
、事
業
性
や
独
自
性
な
ど
多
角
的
な

観
点
か
ら
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は「
A
I
と
の
差
別
化
に

悩
む
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
た
め
の
、作
品
の
制

作
過
程
を
販
売
で
き
る
ア
プ
リ
」と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
案
し
たLapsell

が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。Lapsell

は
、急
速
に
進

化
す
る
A
I
技
術
に
よ
っ
て
生
じ
た
社
会

課
題
に
着
目
し
、ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
創
造
性

と
価
値
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、独
自
性

あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
し
た
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

S
B
M
C
実
行
委
員
会
は
、入
賞
者
の

今
後
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
た
め
、多
様
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、

継
続
的
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
S
I
T
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
募

金:
芝
浦
工
大
で
は
、S
I
T
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
育
成
募
金

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
以
下
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

第
10
回
S
B
M
C
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
を
開
催

チーム名 タイトル
最優秀賞 Lapsell AI との差別化に悩むクリエイターのための、作品の制作過程を販売できるアプリ

優秀賞
Bioneer おうちの菌を可視化＆最適化！『加菌』で除菌・抗菌の先へ ～空気をコーディネート～

環結びプロジェクト 心環 ～ 断たれた循環を結び直す、自律神経の環～
(株 ) アーネストワン賞 熊人 孤独死ゼロ社会へ：低コスト IoT 見守りシステム
（株）AIRI 賞 R＆ 100％天然精油で、TPOに配慮し、若者の香り課題を解決するレイヤー型アロマ製品
(株 ) イトーキ賞 ケムリン スモークアウェイ　 DBDプラズマアクチュエータと超音波霧化でエアカーテン

(株 ) エスアイテック賞 R＆ 100％天然精油で、TPOに配慮し、若者の香り課題を解決するレイヤー型アロマ製品
NECネッツエスアイ (株 ) 賞 熊人 孤独死ゼロ社会へ：低コスト IoT 見守りシステム

(株 ) 日本能率協会コンサルティング賞 Bioneer おうちの菌を可視化＆最適化！『加菌』で除菌・抗菌の先へ ～空気をコーディネート～
ユニークビジョン (株 ) 賞 Knowledge Pulse Knowledge Pulse ― 人材教育を「負担」から「価値を生む体験」へ

NEDO賞 ケムリン スモークアウェイ　 DBDプラズマアクチュエータと超音波霧化でエアカーテン
研究室奨励賞（学長賞） Lapsell AI との差別化に悩むクリエイターのための、作品の制作過程を販売できるアプリ

奨励賞
古とのは 助動詞バトルがお好きなんでしょ

スマートカート スマートカート～ 買い物に新たな選択肢とストレスフリーな買い物を～
ピリチャ（PiriChat） ピリチャ（PiriChat）～ 「ピリオド＋チャット」期限付きのチャット～

敢闘賞

インプレッシ部 ミルミル：視線を価値に変える！
UNCHAIN NEURON-AI によるワークフロー自動化～業務効率化に対する障壁から解放する～
歯医者さん 痛くなる前に治す社会インフラ～大学発ベンチャーによる次世代メンテナンス～
People PsySafe ABMを用いてチームのパフォーマンスを最適化する意思決定支援サービス
記憶工房 スマホ世代に向けた、3Dプレビューによる "唯一無二 "ファッション制作体験
WA WASUREZU RFID とスマホアプリを活用した忘れ物防止サービス
STSS ToriCa 旅を学びに、安全をデフォルトに
Wrecker 超腕（スーパーアーム）～パワードスーツの普及で救助活動を迅速に～

ジュニアイノベーター賞

古とのは 助動詞バトルがお好きなんでしょ
スマートカート スマートカート～ 買い物に新たな選択肢とストレスフリーな買い物を～

ピリチャ（PiriChat） ピリチャ（PiriChat）～ 「ピリオド＋チャット」期限付きのチャット～
熊人 孤独死ゼロ社会へ：低コスト IoT 見守りシステム
STSS ToriCa 旅を学びに、安全をデフォルトに
Wrecker 超腕（スーパーアーム）～パワードスーツの普及で救助活動を迅速に～

受賞一覧
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

駅
伝
部
が
第
1
0
2
回
箱
根
駅
伝
予
選
会
で
過
去
最
高
の
18
位
を
記
録
！

本
選
で
の
﹁
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
﹂
に
選
手
選
出
が
決
定
し
ま
し
た
！！

10
月
18
日
に
行
わ
れ
た
第
1
0
2
回
東
京
箱
根
間
往
復

大
学
駅
伝
競
走（
箱
根
駅
伝
）予
選
会
で
、駅
伝
部
が
18
位

（
全
42
チ
ー
ム
）に
入
り
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯

地
を
ス
タ
ー
ト
し
、立
川
市
街
地
か
ら
国
営
昭
和
記
念
公

園
を
走
る
レ
ー
ス
を
、駅
伝
部
は
10
時
間
49
分
07
秒（
出
走

上
位
10
人
の
合
計
）で
ゴ
ー
ル
し
、第
99
回（
2
0
2
2
年
）

の
20
位
を
超
え
て
、過
去
最
高
の
順
位
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
新
監
督
に
徳
本
一
善
氏
、コ
ー
チ
に
は
山
川
氏・

岡
田
氏
を
迎
え
、４
月
の
就
任
当
初
か
ら
練
習
メ
ニ
ュ
ー

は
も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
か
ら
見
直
し
、チ
ー
ム
改
革
に
努

め
て
チ
ー
ム
力
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。予
選
会
が
行

わ
れ
た
国
営
昭
和
記
念
公
園
で
は
、「
芝
浦
工
業
大
学
」の

の
ぼ
り
が
と
り
わ
け
目
立
ち
、総
勢
6
5
0
人
を
超
え
る

大
応
援
団
が
選
手
の
走
り
を
後
押
し
し
ま
し
た
。徳
本
監

督
は
じ
め
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
も
2
0
2
7
年（
創
立

1
0
0
周
年
）ま
で
の
箱
根
駅
伝
本
選
出
場
に
向
け
て
確

か
な
手
応
え
を
感
じ
て
充
実
し
た
表
情
が
覗
え
ま
し
た
。

総
合
順
位
18
位
と
い
う
結
果
を
受
け
て
、第
1
0
2
回

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走（
箱
根
駅
伝
）で
の
関
東

学
生
連
合
チ
ー
ム
へ
の
選
手
の
選
出
が
決
定
し
ま
し
た
。

©Getsuriku

徳本一善監督

山川達也コーチ

岡田拓也コーチ

2025 年度からの
新体制
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7
月
31
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で
、女
子
高
校
生
を
対
象
と

し
た
サ
マ
ー・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。本

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、研
究
室
で
の
研
究
体
験
を
通
し
て

高
度
な
研
究
や
大
学
生
と
関
わ
る
こ
と
で
、研
究
意
欲
の
高

い
女
子
生
徒
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
形
成
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
す
。

2
0
2
2
年
に
始
ま
り
、4
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、8
校
の
女
子
高
校
か
ら
過
去
最
多
の
高
校
1
年
生
~
3

年
生
計
94
人
の
女
子
生
徒
が
参
加
。参
加
者
た
ち
は
、機
械

系
、物
質・化
学
系
、電
気
電
子
情
報
系
、建
設
系
の
4
つ
の

学
問
系
統
、31
の
研
究
室
に
分
か
れ
、教
員
や
T
A
の
学
生

た
ち
の
も
と
、「
芝
浦
工
大
生
」と
し
て
研
究
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
機
能
材
料
工
学
研
究
室（
電
気
電
子
情
報
系
）で
金

属
の
結
晶
組
織
を
観
察
す
る
実
験
を
行
っ
た
参
加
者
は「
実

験
は
準
備
時
間
が
長
く
大
変
で
し
た
が
、そ
の
分
自
分
が
立

て
た
仮
説
ど
お
り
の
結
果
に
な
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」と
楽
し
さ
を
口
に
し
ま
し
た
。

最
終
日
、参
加
者
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ

内
容
や
参
加
し
た
感
想
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、山
田
学
長
よ
り
参
加
し
た
各
校

の
代
表
者
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。山
田
学
長
は
、

理
学
と
工
学
の
違
い
や
、普
段
工
学
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

さ
に
言
及
し
な
が
ら「
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か

け
に
、工
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て
い
た
ら
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。暑
い
中
、お
疲
れ
様
で
し
た
」と
参
加

者
を
労
い
ま
し
た
。

各
校
の
代
表
挨
拶
で
は
、「
実
験
の
プ
ロ
セ
ス
を
間
近
で

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、「
高
校
で
の
学
び
が
、研

究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
」な
ど

の
感
想
が
あ
り
、非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
様
子
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

女
子
高
校
生
対
象
サ
マ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
2
0
2
5
を
開
催
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

9
月
1
日
、新
校
舎
移
転
9
年
目
を

迎
え
て
消
耗
し
た
人
工
芝
の
全
面
張
替

え
が
完
了
し
、新
し
く
な
っ
た
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、鈴
見
理
事
長
や
澤
田
施
設
担
当

理
事
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
法
人
理
事

や
附
属
高
の
野
球
部・
サ
ッ
カ
ー
部
の

生
徒
が
参
加
。
始
球
式
、蹴
り
始
め
を

行
い
、新
し
い
人
工
芝
の
感
触
を
確
か

め
ま
し
た
。

今
回
導
入
さ
れ
た
人
工
芝
は
、積
水

樹
脂
株
式
会
社
の「PT-RS+U

」。
注

目
は
充じ

ゅ
う
て
ん
ざ
い

填
材
の
チ
ッ
プ
と
し
て
採
用
し

た「
E
P
D
M
ゴ
ム（
ミ
ン
ト
グ
リ
ー

ン
）」で
、従
来
の
安
価
な
黒
ゴ
ム
チ
ッ

プ
と
比
較
し
て
温
度
抑
制
効
果
が
大
き

い
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、黒
ゴ
ム

チ
ッ
プ
に
よ
る
校
内
の
汚
れ
や
衣
服・

運
動
器
具
な
ど
の
汚
れ
を
防
ぐ
こ
と
も

採
用
し
た
大
き
な
目
的
で
す
。
ま
た
、

人
工
芝
の
表
面
温
度
抑
制
、熱
中
症
予

防
対
策
と
し
てViu
シ
ス
テ
ム

と
い
う
散
水
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た

生
徒
た
ち
か
ら
は
、グ
ラ
ウ
ン

ド
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

「『SHIBAURA

』
の
文
字
が

カ
ッ
コ
い
い
」な
ど
、新
し
く

な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
喜
び
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

7
月
19
日
、20
日
、電
子
技
術
研
究

部
が
大
阪・
関
西
万
博
デ
ジ
タ
ル
学
園

祭
に
出
展
し
ま
し
た
。

本
学
園
祭
は
、全
国
情
報
教
育
コ
ン

テ
ス
ト
※
に
お
い
て
優
れ
た
成
績
を
収

め
た
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
る
も
の
で
、第

1
回
お
よ
び
第
2
回
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
た
全
国
2
1
4
チ
ー
ム
の
中
か
ら

選
抜
さ
れ
た
代
表
14
チ
ー
ム
の
一
校
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
参
加
で
、電
子
技
術
研
究

部
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
専
門
性

と
技
術
力
を
全
国
レ
ベ
ル
の
舞
台
で
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
万
博
と

い
う
国
際
的
な
場
に
お
い
て
、日
頃
の

研
究
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
こ

と
は
、部
員
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
と

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

※
全
国
情
報
教
育
コ
ン
テ
ス
ト

電
子
技
術
研
究
部
の
スペー
ス
プ
ロ
ー
ブ
コン
テ
ス
ト
チ
ー

ム
が
、2
0
2
4
年
度
に
行
わ
れ
た
第
1
回
全
国
情
報

教
育
コ
ン
テ
ス
ト
の
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
1
0
校
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。結
果
は
、

CHINTAI

様
か
ら「
ソ
ー

シ
ャル
グ
ッ
ド
優
秀
賞
」を

見
事
受
賞
し
、副
賞
と
し

て
学
生
応
援
T
V
への
出

演
が
叶
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、本
チ
ー
ム
は
大
阪

万
博
の
メ
ッ
セ
会
場
に
て

展
示
発
表
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

電
子
技
術
研
究
部
が
﹁
大
阪
・
関
西
万
博

デ
ジ
タ
ル
学
園
祭
﹂
に
出
展
し
ま
し
た

電
子
技
術
研
究
部
の

W
e
b
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
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芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校

京
都
先
端
科
学
大
学
と
高
大
連
携
協
定
を
締
結

高
校
1
年
生
が
ベ
ト
ナ
ム
で

国
際
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た

7
月
21
日
か
ら
27
日
の
7
日
間
、高

校
1
年
生
8
人
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
、

「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
2
0
2
5
国
際
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
」に
参
加
し
ま
し
た
。今
回
の

参
加
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結

ぶ
F
P
T
ハ
ノ
イ
校
の
系
列
校
で
あ
る

F
P
T
ク
イ
ニ
ョ
ン
校
か
ら
の
招
待
を

受
け
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
生
徒
た

ち
は
F
P
T
ク
イ
ニ
ョ

ン
校
の
生
徒
と
朝
か
ら

夜
ま
で
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、7
日
間
を
共
に
過
ご

し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、ベ

ト
ナ
ム
武
術「
ボ
ヴ
ィ
ナ

ム
」の
体
験
や
伝
統
工
芸

品
づ
く
り
、名
所
見
学
、

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

文
化
交
流
な
ど
多
様
な

体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、語
学
力
の
向
上

に
と
ど
ま
ら
ず
、文
化
理
解
や
交
流
の
輪

を
広
げ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
生
徒
か
ら
は「
面
白
そ
う
だ
と

思
い
、参
加
し
ま
し
た
。タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
の
干
物
な
ど
、日
本
で
は
な
か
な
か
見

ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
、新
鮮
で
し
た
」

（
大
山
範
峻
さ
ん
）、「
現
地
の
市
場
や
露

店
が
特
に
印
象
的
で
し

た
。東
南
ア
ジ
ア
の
文
化

に
初
め
て
触
れ
、多
く
の

発
見
が
あ
り
ま
し
た
」（
林

恵
一
さ
ん
）と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
デ
ィ
ナ
ー
で
は

肩
を
組
ん
で
踊
る
場
面

も
あ
っ
た
と
い
い
、文
化

の
違
い
を
感
じ
る
だ
け
で

な
く
、国
を
超
え
て
共
に

楽
し
ん
だ
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。

京
都
先
端
科
学
大
学
と
高
大
連
携

協
定
を
締
結
し
、7
月
3
日
に
同
大
学

京
都
太
秦
キ
ャ
ン
パ
ス
で
協
定
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」を
共
通

の
教
育
目
標
と
す
る
両
校
の
理
念
が
合

致
し
た
こ
と
か
ら
実
現
。
今
後
は
、学

問
や
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
な
ど
幅
広
い
分

野
に
お
い
て
相
互
に
交
流
・
連
携
を
進

め
、生
徒
に
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。中
根
正
義
校

長
は
同
大
学
の『
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
』（
企
業
と
連
携
す
る
課
題

解
決
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
）や
京
都
と
い
う

国
際
文
化
都
市
に
あ
る
立
地
に
着
目

し
、「
本
校
の
創
立
の
理
念
で
あ
る『
創

造
性
の
開
発
と
個
性
の
発
揮
』を
促
進

す
る
取
り
組
み
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、芝
浦
工
業
大
学
と
の
高
大
連

携
と
並
行
し
て
、芝
浦
工
業
大
学
に
は

な
い
特
色
を
持
つ
大
学
と
の
連
携
も
進

め
て
お
り
、京
都
先
端
科
学
大
学
の
ほ

か
、
千
葉
大
学
、
金
沢
工
業
大
学
、
叡

啓
大
学
、三
条
市
立
大
学
、東
邦
大
学

看
護
学
部
、新
潟
医
療
福
祉
大
学
、新

潟
食
糧
農
業
大
学
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。主
体
性
が
求
め
ら
れ

る
大
学
で
の
学
び
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
し
、生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
育
む
こ

と
で
、積
極
的
に
人
生
を
切
り
拓
い
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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